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Abstract.  We examined chalcidoid specimens collected from the Imperial Palace, Tokyo in 2009–2011. A total 

of 47 species were found and 31 of them were newly detected in the Palace. 18 chalcidoid species were collected 

during the period from late November to early March. Although these species may overwinter as adults, further 

biological studies, such as associations with their hosts, are necessary. 
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は じ め に 

世界最小の昆虫はコバチ上科の一員である．米

国で発見された Dicopomorpha echmepterygis 

Mockford（ホソハネコバチ科）のオスで，体長は

0.13 mm である (Mockford, 1997; Heraty et al., 

2013)．同程度のものとしては，ヒト頭髪の太さや

単細胞生物ミカヅキモの長径が挙げられる．本種

はチャタテムシの卵に寄生することが分かってお

り，オスは複眼や単眼，翅が消失し，前脚や中脚

のふ節は癒合している (Mockford, 1997)．あまり

にも特殊化した形態のため，ハチと判別すること

すら難しい． 

 このホソハネコバチのように，多くのコバチ類

は，寄主とする節足動物や植物に適応する過程で，

多様な形態や生活史を獲得したと思われる．その

ため，多くの生物学者の関心を惹き，自然史研究

の対象となっていることが多い．また，農業にお

いては，天敵昆虫として，害虫被害の抑制に大き

く貢献している．国内において，導入天敵の永続

的利用には7件の成功事例があるが，それらのうち

6 件はコバチ類による成功例 (村上, 1997) とい

うことからも，天敵としての重要性が伺える． 

 山岸 (2010) や広瀬 (2012) が指摘しているよ

うに，日本産寄生蜂類の種多様性は未解明な部分

が多く残っており，里地や里山でよく採集される

コバチ類であっても未同定にとどまっている種は

多い．それにともない，各地で実施されている生

物相調査においてもコバチ類が列記されることは

稀である．こうした状況のなか，皇居においてコ

バチ類の種構成を調べた上條 (2000) の結果は，

大変貴重な成果と考えられる． 

このたび実施された第 II 期調査の結果は，第 I

期調査の成果をさらに補強するものと位置づけら
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れる．私たちは第 II 期調査で捕獲されたコバチ類

を観察する機会が得られたので，その結果をここ

に報告する．以下の目録では，上條 (2000) と同

様の順序で配列している．採集日が何日にもまた

がっているが，これらはマレーズトラップで得ら

れたものである．また，新たに採集された種につ

いては，分布および寄主情報を簡単に紹介している． 

第Ⅱ期調査で得られたコバチ上科目録 

Leucospidae シリアゲコバチ科 

Leucospis sinensis Walker オキナワシリアゲコバチ 

1♀, 17–24. viii. 2010.（道灌新道） 

 

Chalcididae アシブトコバチ科 

Antrocephalus ishiii Habu イシイツヤアシブトコ

バチ 

4♀, 10–17. viii. 2010; 1♀, 17–24. viii. 2010; 1♀, 7–

14 ix. 2010.（道灌新道） 

1♂, 14–19. vii. 2011.（吹上御苑観瀑亭流れ） 

Brachymeria lasus (Walker) キアシブトコバチ 

1♀1♂, 3–10. ix. 2009; 1♂, 10–17. viii. 2010.（道灌

新道） 

1♀, 27. iv.–4 v. 2010.（吹上御苑果樹園） 

1♂, 19–26. vii. 2011.（吹上御苑観瀑亭流れ） 

1♀, 20–27. vii. 2010; 2♀, 24–31. viii. 2010.（生研

田圃横） 

Dirhinus bakeri (Crawford) コオニアシブトコバ

チ 

2♀, 3–10. ix. 2009.（道灌新道） 

日本，インド，フィリピンで分布記録がある

(Baltazar, 1966)．インドでは，イエバエ Musca 

domestica Linnaeus（イエバエ科）や Sargus 

metallinus Fabricius（ミズアブ科），Dacus incises 

Walker（ミバエ科）に寄生している(Narendran, 

1986; Sheela et al., 2003)． 

Dirhinus hesperidum (Rossi) オニアシブトコバチ 

1♀, 10–17. viii. 2010; 1♀, 24–31. viii. 2010; 1♀, 31. 

viii.–7. ix. 2010.（道灌新道） 

旧北区に広く分布する(Noyes, 2013)．寄主とし

て，イエバエが記録されている(Habu, 1960)． 

Epitranus albipennis Walker ハネジロアシブトコ

バチ 

1♀, 31. viii.–7. ix. 2010.（道灌新道） 

日本，インド，台湾，マレーシアに分布記録が

ある (Noyes, 2013) ．インドでは Euzophera 

perticella Ragonet（メイガ科）への寄生記録があ

る(Husain and Agarwal, 1982)． 

 

Eurytomidae カタビロコバチ科 

Eurytoma sp. B 

1♀, 7–14. ix. 2010.（道灌新道） 

Eurytoma sp. A は，上條(2000)で記録されている．

顔面に強い隆起線が見られ，Eurytoma sp. A と異

なっている． 

 

Torymidae オナガコバチ科 

Monodontomerus obscurus Westwood ハナバチヤ

ドリオナガコバチ 

1♀, 11–18. v. 2010.（道灌新道） 

1♀, 28. ix.–5. x. 2010; 1♀, 5–12. x. 2010.（生研田

圃横） 

Torymus sp. D 

1♀, 29. vi.–6. vii. 2010; 1♀, 6–13. vii. 2010.（生研

田圃横） 

Torymus sp. E 

1♀, 5–12. x. 2010.（生研田圃横） 

 

Perilampidae マルハラコバチ科 

Perilampus sp. C 

1♀, 25. v.–1. vi. 2010.（道灌新道） 

Perilampus sp. A と Perilampus sp. B は，上條

(2000) で記録されている．Perilampus sp. B に対

応する雌の可能性がある． 

 

Pteromalidae コガネコバチ科 

Asaphes suspensus (Nees) ツヤアブラコガネコバチ 

1♀, 24. xi.–7. xii. 2009; 1♀, 2–23. ii. 2010.（道灌新

道） 

Callitula fulvipes Kamijo 

1♀, 23. ii.–3. iii. 2010.（吹上御苑果樹園） 

日本と韓国に分布することが分かっているが，

寄主は不明である(Kamijo, 1981a, 1983)． 

Euneura lachni (Ashmead) 

1♀, 7–22. xii. 2009.（道灌新道） 

全北区に広く分布し，アブラムシ類の寄生蜂と

して知られている(Noyes, 2013)． 

Miscogaster sp. A 

2♂, 24. xi.–7. xii. 2009.（道灌新道） 

上條(2000)で記録された Miscogaster sp.と同じ． 

Miscogaster sp. B 

3♂, 22. xii. 2009.–5. i. 2010; 1♂, 2–23. ii. 2010.（吹

上御苑果樹園） 
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Miscogaster sp. A とよく似ているが，触角繋節が

短い． 

Miscogaster sp. C 

1♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（道灌新道） 

2♀, 22. xii. 2009.–5. i. 2010.（吹上御苑果樹園） 

対応する雄は不明． 

Pachyneuron groenlandicum (Holmgren) ヒラタア

ブコガネコバチ 

3♀, 24. xi.–7. xii. 2009; 3♀, 7–22. xii. 2009; 1♀, 3–

17. iii. 2010.（道灌新道） 

Rhaphitelus angustus Kamijo 

1♀, 20–27. iv. 2010.（吹上御苑果樹園） 

日本と中国から記録されているが，寄主は不明

である(Kamijo, 1981b; Xiao and Huang, 2001)． 

Semiotellus sp. C 

1♀, 24–31. viii. 2010.（道灌新道） 

Semiotellus sp. A と Semiotellus sp. B は，上條

(2000) で記録されている．本種は，頭部の点刻

が Semiotellus sp. B とよく似ているが，腹部の形

状が異なっている． 

Sphegigaster hamugurivora Ishii 

1♂, 1–8. vi. 2010.（道灌新道） 

日本と韓国で分布記録がある (Ishii, 1953; 

Kamijo, 1983)．ナモグリバエ Chromatomyia 

horticola (Goureau)（ハモグリバエ科）に寄生す

る(Ishii, 1953; Kamijo, 1978; Takada and Kamijo, 

1979)． 

Sphegigaster sp. A 

1♀, 7–14. x. 2010.（吹上御苑果樹園） 

上條(2000)で記録された Sphegigaster sp.と同じ．

Sphegigaster hamugurivora よりも触角が短い 

 

Eupelmidae ナガコバチ科 

Anastatus sp. C 

1♀, 4–11. xi. 2009; 1♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（道灌

新道） 

1♀, 9–16. xi. 2010.（吹上御苑観瀑亭流れ） 

Anastatus sp. A と Anastatus sp. B は，上條(2000)

で記録されている．本種は Anastatus sp. B に似

ているが，前翅白帯は中央で途切れない． 

Anastatus sp. D 

1♀, 24–31. viii. 2010.（道灌新道） 

Anastatus sp. C の短翅型の可能性が高い． 

Eupelmus sp. C 

1♀, 27. vii.–3. viii. 2010; 1♀, 3–10. viii. 2010.（生

研田圃横） 

Eupelmus sp. A と Eupelmus sp. B は，上條 (2000)

で記録されている．本種は E. urozonus Dalman

とよく似ているが，触角の第1繋節が長い点が異

なっている． 

 

Encyrtidae トビコバチ科 

Bothriothorax sp. A 

2♀, 24. xi.–7. xii. 2009; 1♀, 7–22. xii. 2009.（道灌

新道） 

本属はハエ目の寄生者として知られる(Noyes, 

2013)．頭部と胸部背面に「ゴルフボール状」と

も形容される大きく深い点刻を持つ． 

Copidosoma floridanum (Ashmead) キンウワバト

ビコバチ 

1♀1♂, 24. xi.–7. xii. 2009.（道灌新道） 

1♀, 27. viii.–3. ix. 2009; 1♀, 11–18. v. 2010; 2♀1♂, 

24–30. ix. 2009.（吹上御苑果樹園） 

本種はチョウ目の寄生者で，汎世界的な分布を

示す (Noyes, 2013)．上條 (2000) においては

Copidosoma maculata (Ishii)として報告されてい

る．日本ではウワバ類の天敵として知られ，多

胚生殖という特殊な生態により，１頭の寄主か

ら何千頭も羽化することがある  (Tachikawa, 

1963)． 

Homalotylus sp. B 

1♀, 20–27. vii. 2010.（道灌新道） 

本属はテントウムシ類の寄生者として知られる

(Noyes, 2013)．上條 (2000) において記録されて

いる Homalotylus sp. A は産卵管がほとんど突出

しないのに対し，本種は長く突出している．触

角の第6繋節がわずかに白くなる点などが日本

産の同属既知種と異なっている． 

Homalotylus sp. C 

1♀, 1–8. vi. 2010.（生研田圃横） 

Homalotylus sp. B とよく似ているが，単眼間の

距離の比が異なる． 

Neastymachus japonicus (Tachikawa) 

1♀, 24–31. viii. 2010.（道灌新道） 

本種はビワコカタカイガラモドキ Nipponaclerda 

biwakoensis (Kuwana)（カタカイガラモドキ科）

の寄生者として知られる (Tachiakwa, 1970)．現

在，Neastymachus 属に分類されているが，この

所属には疑念があり，今後の検討を要する． 

Prochiloneurus nagasakiensis (Ishii) コナカイガラ

フサトビコバチ 

1♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（吹上御苑果樹園） 
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本種はコナカイガラムシ類の二次寄生者として

知られ，本州，四国，九州から記録がある

(Tachikawa, 1971)． 

Syrphophagus nigrocyaneus Ashmead ヒラタアブ

トビコバチ 

2♀, 24. xi.–7. xii. 2009; 3♀, 7–22. xii. 2009; 2♀, 22. 

xii. 2009–5. i. 2010; 2♀, 23. ii.–3. iii. 2010.（道灌新

道） 

1♀, 19. i.–2. ii. 2010; 1♀, 23. ii.–3. iii. 2010.（吹上

御苑果樹園） 

本種はヒラタアブ類の寄生者として知られる普

通種である(Tachikawa, 1963)．学名については今

後検討を要する． 

Syrphophagus sp. A 

1♀, 30. ix.–7. x. 2009.（道灌新道） 

本属の多くの種は，アブラムシを攻撃するハナ

アブ科 (Syrphidae) の一次寄生者およびアブラ

ムシの寄生者（一次または高次）として知られ

る(Noyes and Hayat, 1984)．本種は後者のグルー

プに属すると考えられる． 

 

Eulophidae ヒメコバチ科 

Euplectrus bicolor (Swederus) ナミウスマユヒメ

コバチ 

1♂, 2–9. vii. 2009; 1♀, 2–23. ii. 2010.（吹上御苑果

樹園） 

Hemiptarsenus unguicellus (Zetterstedt) コシダカ

ヒメコバチ 

1♀, 30. ix.–7. x. 2009; 1♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（吹

上御苑果樹園） 

Neotrichoporoides sp. A 

1♀, 10–17. viii. 2010; 2♀, 24–31. viii. 2010.（道灌

新道） 

日本新記録属．Neotrichoporoides nyemitawus 

(Rohwer)によく似ているが， 触角の第1繋節が

短い．他の形態的特徴も異なっており，未記載

種の可能性が高い． 

Omphale sp. D 

1♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（道灌新道） 

2♀, 24. xi.–7. xii. 2009.（吹上御苑果樹園） 

Hansson (2004)によって Holcopelte 属は Omphale

属の新参異名となった．上條 (2000)では，

Holcopelte sp.と Omphale sp. A，Omphale sp. B が

記録されていたが，この変更にともない，上條

(2000) で Holcopelte sp.として記録されていた

種を Omphale sp. C とした．Omphale sp. D は，

Omphale sp. C とよく似ているが，体色や胸部に

違いが見られる． 

Pediobius foveolatus (Crawford) テントウフタス

ジヒメコバチ 

1♀, 10–17. viii. 2010.（道灌新道） 

1♀, 23. iii. 2010.（吹上御苑） 

Pnigalio sp. D 

1♀, 2–23. ii. 2010.（吹上御苑果樹園） 

Pnigalio sp. A と Pnigalio sp. B，Pnigalio sp. C は

上條 (2000) で記録されている．本種は腹部が

緑色で，上記3種とは異なる． 

Pnigalio sp. E 

1♀, 24. xi.–7. xii. 2009; 1♀, 3–17. iii. 2010.（道灌

新道） 

Pnigalio sp. D に似ているが，胸部の表面彫刻が

異なる． 

Quadrastichus sp. A 

1♂, 24. xi.–7. xii. 2009.（吹上御苑果樹園） 

Stenomesius japonicus (Ashmead) キイロホソヒメ

コバチ 

1♀, 30. ix.–7. x. 2009.（吹上御苑果樹園） 

Sympiesis sp. B 

1♀, 7–22. xii. 2009.（道灌新道） 

Sympiesis sp. A は上條(2000) で記録されている． 

Tetrastichus sp. A 

1♀, 24–30. ix. 2009; 1♀, 14–21. x. 2009.（道灌新

道） 

Tetrastichus sp. C 

1♀, 15–22. vi. 2010; 1♀1♂, 24–31. xii. 2010.（道灌

新道） 

1♀, 14–21. vi. 2011.（吹上御苑観瀑亭流れ） 

Tetrastichus sp. A に似ているが，前伸腹節の表面

彫刻が異なる． 

Tetrastichus sp. D 

1♀, 27. viii.–3. ix. 2009.（吹上御苑果樹園） 

体全体が黄色で，Tetrastichus sp. A，Tetrastichus 

sp. B，Tetrastichus sp. C とは異なる． 

まとめと考察 

第 II 期調査では，9科35属46種が発見された．

このうち25種(54%)は未同定にとどまっているが，

これらの多くは未記載と考えられる．第 I 期調査

で記録された種のほかに，新たに31種が発見され，

共通種は15種であった．今回発見された種のうち，

67%が新発見の種ということから，今後の調査で

さらに種数が増える可能性がある． 
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第 I 期調査において，コバチ類は14科68属103

種が発見されている(上條, 2000)．したがって，第

II 期調査では，第 I 期調査のおよそ半分の種数し

か発見されていないことになる．第 I 期調査では，

ハモグリガやハモグリバエなど潜葉者に寄生する

と思われる種が30種，タマバエなど虫えい形成者

に寄生すると思われる種が少なくとも16種が発見

されていた．これに対し，第 II 期調査では，潜葉

者に寄生すると思われる種が13種，虫えい形成者

に寄生すると思われる種が7種にとどまっており，

第 I 期調査との大きな違いが見られた．潜葉者や

虫えい形成者の個体群密度や寄生蜂の寄生率は，

必ずしも一定したものではなく，こうした影響を

受けた可能性がある． 

 ヒメコバチ科の Neotrichoporoides 属は，国内で

はこれが初記録であった． Neotrichoporoides sp. A

は近縁種との形態的な違いから，未記載種の可能

性がある．より詳細な分類学的検討を進めるため

に，今後，寄主昆虫の特定や雄個体の確保を試み

る必要がある． 

 第 II 期調査では，冬期もマレーズトラップ採集

が実施された．コバチ類の越冬に関する知見は，

害虫や天敵として農業に直接関連する種を中心に

報告されているが，大多数の種については，ほと

んど解明されていない．第 II 期調査では，18種の

コバチ類が11月下旬から3月上旬までの間に採集

された．このうち，秋に羽化したツヤアブラコガ

ネコバチは成虫越冬し冬期にも産卵を続け，11月

上～中旬以降に産卵された個体は蛹で休眠越冬す

ることが分かっている(高田, 1976)．これ以外の17

種についても，成虫越冬の可能性が高いと思われ

るが，寄主との関係を考慮に入れ，個別に検証す

る必要がある． 
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